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1. はじめに 
 日本列島の年降水量は全体的には減少傾向
にあること、また年降雪量も減少傾向にある地
域もあること等が報告されており、これらの情
報は、水資源管理のあり方や水工計画策定の見
直しへの警鐘とも受け取れる。そこで本報では、
新潟県の日本海沿岸部に位置する新潟、村上、
高田の各地方気象台での日降水量データを統
計的に解析分析することにより、沿岸部におけ
る降水量特性の経年変化を調べたので、その結
果を報告する。 
2. 解析資料の性格 
 解析対象地点（図-1）は積雪地域に位置して
いるので、季別特性を考慮した資料整理が必要
である。そこで本報では、地方気象台で観測記
録されている日単位の降雨量と降雪量のデー
タを個別に整理吟味することを基本とした。な
お、年降雪量や年最大ひと雪降雪量の抽出に際
しては両年にまたがる不都合が生じるので、各
地点毎の降雪の初日と終日のヒストグラムを
基にして降雪量データの抽出対象期間を設定
した。 
3. 季別降水量の経年変化 
3.1 暖候期降水量の経年変化 新潟、村上、高
田における各解析対象期間での年降雨量の変
化状況を平年比（1971～2000 年の平均値に対
する比）で見てみる（図省略）と、各地点とも
少・多雨期を繰り返しながら推移している。さ
らに、トレンド（図省略）を見てみると、新潟、
村上、高田における各解析対象期間の年降雨量
がそれぞれ 3, 4, 12%程の増加率を示している。
3.2 寒候期降水量の経年変化 図-2 は新潟に
おける年降雪量の変化状況を平年比で示した
ものである。実線は年降雪量の平年比、点線は
それの 5 年移動平均である。1988 年頃までは
多雪期と言えるが、それ以降は一変して少雪現
象が現れていることが特徴的である。村上や高 

 
図-１ 解析対象地点の位置図 

図‐2　年降雪量の変化状況（新潟）
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図-３　Gumbel分布の当てはめ(新潟）
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田における年降雪量の推移にも類似の傾向が
見られる（図省略）。また、トレンド（図省略）
を見てみると新潟、村上、高田における各解析
対象期間の年降雪量がそれぞれ 39, 44, 32%程
の減少率を示している。 
4. 日降水量の確率的変動特性  
 解析手順としては、まず初めに各地点におけ
る解析対象期間を階層的に分割して、時期別に
日降水量特性の分布特性を調べ、次いで、確率
降水量を算定した。なお、年最大水文量の非超
過確率計算はWeibullプロット法で行って、点
群への当てはめには Gumbel分布を適用し、当
てはめに際しては、異常値の棄却検定（危険率
0.05）を行ってデータを吟味した。 
4.1 日降雨量特性 本報では日降雨量の特性値
として、「日雨量」、「ひと雨雨量」及び「3日連
続雨量」を取りあげた。図-3は新潟における時
期別の年最大日雨量のプロッテングポジショ
ンをWeibull法で求め、極値確率紙にプロット
したものである。時期別の点群に当てはめた
Gumbel分布の異なる形状（点線）が変動特性
を現している。同様の手順で、「年最大ひと雨
雨量」や「年最大 3日連続雨量」についての分
布形状を吟味した（図省略）。上述の解析の結
果得られた Gumbel 分布のパラメータを用い
て計算した 10 年、100 年確率の水文量を取り
まとめたものが、表-1である。同表には、分割
した前期間（古い）の確率水文量に対する後期
間（新しい）のそれの比を「前期比」と定義し
て、変化状況を整理した。2期に分割した場合
の新潟では、近年（1945 年以降）の降雨量特
性値は増加している。とりわけ、100年確率の

増加率が 10 年確率のそれよりも大きい。3 期
に分割した場合の各特性値の 10 年、100 年確
率の水文量は、1925年から 1963年の期間では
前期（1886～1944年）よりも減少しているが、
近年（1964 年以降）になるに従って増加して
いる。村上では近年（1976 年以降）になるに
従って、各特性値の 10 年、100 年確率の水文
量が減少していることが特徴的である。また高
田では、近年（1976 年以降）になるにつれて
「日雨量」は若干増加しているが、「ひと雨雨
量」と「3日連続雨量」の 10年、100年確率の
値は減少している。 
4.2 日降雪量特性 日降雪量の特性値として
「日降雪量」と「ひと雪降雪量」を取りあげて、
前述（4.1）と同様の検討を行った。表-2 は各
地点における時期別の Gumbel 分布パラメー
タを基に 10 年、100 年確率の水文量と変化比
を一覧にしたものである。各地点における 10
年、100 年確率の降雪量特性値の近年（1981
年以降）になるにつれての減少傾向が顕著であ
ることが分かる。 
5. おわりに 
 降水量特性の長期的な変動評価に際しては、
日単位の降水量データの解析吟味が必要であ
ることを、上述の解析結果は示唆している。 

表-2 確率降雪量と変化比 

10年 ％ 100年 ％ 10年 ％ 100年 ％

1958‐1980 52.9 81.7 111.4 180.0

1981-2003 39.7 -25 60.5 -26 113.2 2 188.7 5

1958‐1980 54.1 82.0 191.7 308.5

1981-2003 36.8 -32 50.9 -38 144.0 -25 220.8 -28

1958‐1980 94.7 132.6 379.6 605.0

1981-2003 92.5 -2 134.5 1 360.3 -5 595.1 -2
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表-1 確率雨量と変化比 

1 0年 % 1 0 0年 % 1 0年 % 1 0 0年 % 1 0年 % 1 0 0年 %

1 8 8 7 - 1 9 4 4 9 9 .8 1 3 8 .5 2 0 1 .7 3 0 0 .3 1 4 1 .9 2 0 0 .7

1 9 4 5 - 2 0 0 2 1 1 5 .6 1 6 1 6 9 .9 2 3 2 4 0 .7 1 9 3 7 1 .0 2 4 2 0 6 .9 4 6 3 2 6 .6 6 3

1 8 8 6 - 1 9 2 4 1 0 1 .5 1 3 9 .4 2 2 0 .0 3 3 0 .7 1 4 5 .1 2 0 4 .0

1 9 2 5 - 1 9 6 3 9 9 .8 - 2 1 4 4 .6 4 1 7 2 .6 - 2 2 2 4 8 .7 - 2 5 1 3 9 .4 - 4 1 9 8 .9 - 3

1 9 6 4 - 2 0 0 2 1 2 0 .9 2 1 1 7 7 .0 2 2 2 4 0 .1 3 9 3 6 6 .2 4 7 2 1 5 .4 5 5 3 4 0 .0 6 7

1 9 2 1 - 1 9 6 1 1 2 2 .5 1 7 9 .3 2 1 3 .2 2 9 2 .5 1 6 7 .0 2 2 6 .5

1 9 6 2 - 2 0 0 2 1 3 9 .2 1 4 2 0 4 .2 1 4 2 6 3 .2 2 3 3 8 4 .0 3 1 2 2 6 .6 3 6 3 4 9 .0 5 4

1 9 2 2 - 1 9 4 8 1 0 6 .6 1 4 9 .4 1 9 3 .7 2 5 1 .8 1 5 1 .0 1 9 4 .7

1 9 4 9 - 1 9 7 5 1 4 5 .4 3 6 2 1 7 .2 4 5 2 8 6 .5 4 8 4 2 2 .3 6 8 2 4 7 .2 6 4 3 7 9 .4 9 5

1 9 7 6 - 2 0 0 2 1 3 9 .4 - 4 2 0 4 .2 - 6 2 2 8 .0 - 2 0 3 2 4 .0 - 2 3 1 8 7 .5 - 2 4 2 7 5 .8 - 2 7

1 9 2 1 - 1 9 6 1 1 2 1 .3 1 7 5 .3 2 6 4 .0 3 8 7 .7 2 1 0 .8 2 8 5 .0

1 9 6 2 - 2 0 0 2 1 3 6 .6 1 3 1 9 5 .5 1 2 2 6 8 .3 2 3 9 6 .7 2 2 0 0 .2 - 5 2 6 3 .6 - 8

1 9 2 2 - 1 9 4 8 1 1 9 .4 1 7 5 .0 2 3 8 .8 3 3 8 .3 2 2 4 .6 3 0 3 .9

1 9 4 9 - 1 9 7 5 1 3 3 .6 1 2 1 8 4 .2 5 2 9 3 .7 2 3 4 4 2 .2 3 1 2 0 1 .4 - 1 0 2 6 5 .8 - 1 3

1 9 7 6 - 2 0 0 2 1 3 5 .5 1 2 0 0 .4 9 2 6 6 .8 - 9 3 9 9 .0 - 1 0 1 8 9 .9 - 6 2 5 0 .3 - 6
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